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上
空
4
m
で
の
組
立
作
業
再
現
麟

鉄
道
関
連
等
主
力
4
技
術
を
P
R
時

日
綜
産
業
(
小
野
大
社
長
)

は
却
日
か
ら
千
葉
市
美
浜
区

の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
し
て

い
る
「
第
5
国
鉄
道
技
術
展
」

「第
2
回
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

技
術
展
」
に
出
展
し
、
同
社

の
安
全
・
安
心
・
快
適
・
環

境
・
省
エ
ネ
を
追
求
し
た
関

連
主
力
技
術
を
P
Rし
て
い

る。
今
回
の
展
示
会
で
は
、
先

一
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス

テ
ム
吊
足
場
『
ク
イ
ッ
ク
デ

ッ
キ
」
を
は
じ
め
法
面
作
業

構
台
「
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工

法
」
、
ジ
ョ
仔
ン
ト
足
場
「
ト

ピ
ノ
ス
」
に
加
え
て
、
一
鉄
道

の
ホ
l
ム
ド
ア
設
箇
工
事
時

に
最
適
な
多
機
能
連
続
式
覆

工
板
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ

キ
」
を
紹
介
。
駅
舎
や
ホ
ー

ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
駆

使
す
る
と
と
も
に
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
ク
イ
ッ
ク
デ

ッ
キ
を
上
空
4
Mま
で
一
括

用
り
上
げ
し
て
空
中
で
旋
回

し
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
く

作
業
を
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
使

い
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
同
社
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る
旭

コ
l
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
(
本
社

・
群
馬
県
高
崎
市
)
が
協
力

し
て
い
る
。

特
に
、
鉄
道
関
連
工
事
を

意
識
し
て
一
今
回
紹
介
し
て
い

る
の
が
『
多
機
能
連
結
式
覆

工
板
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ

キ
だ
。
ホ
ー
ム
改
良
工
事
や

可
動
式
ホ
l
ム
柵
設
置
に
伴

う
ホ
l
ム
仮
覆
工
シ
ス
テ
ム

で
、
覆
工
板
同
士
を
連
結
で

き
、
ホ
ー
ム
桁
聞
も
強
度
を 発行所
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落
と
さ
ず
、
フ
ラ
ッ
ト
に
設

慢
で
き
る
の
が
特
徴
。

従
来
の
木
製
+
ゴ
ム
マ
ッ

ト
の
工
法
に
比
べ
、
支
持
ス

パ
ン
が
畏
〈
で
き
、
仮
設
材

の
量
が
少
な
く
軽
量
の
た
め

2
人
で
持
つ
運
び
が
可
能
。

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
品
の
た
め

廃
材
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
。

表
面
は
滑
り
止
め
用
の
粉
体

樹
脂
塗
装
を
施
し
、
滑
り
止

め
機
能
に
加
え
て
絶
縁
機
能

も
有
し
て
い
る
。
見
た
目
に

も
美
し
く
工
事
中
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
と

一
域
で
約
2
0
0現
場
の
実
績

な
っ
て
い
る
。
市
場
投
入
か

一
が
あ
り
、
今
後
も
拡
大
が
期

ら
約
3
年
を
経
過
し
て
い
る

一
侍
さ
れ
て
い
る
。

が
北
海
道
と
四
国
以
外
の
地

一

な
お
、
同
展
示
会
は
明
日

る 1
0 日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い



ロ同

開

ん

却

時

停

E
ω

存

唱
E
和

問

問

n

;
内
，
&

宙

子'l

鉄
道
・
橋
梁
ト
ン
ネ
ル

技
術
展
に
4
製
品
出
展

回
線
産
業
、
先
行
床
施
工
式

シ
ス
テ
ム
つ
り
足
場
な
ど

日
綜
産
業
は
、
先
行
床
施
工

式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
つ
り
足

場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
や
、

東
鉄
工
業
と
共
同
で
開
発
し
た

高
性
能
連
結
式
覆
工
板
「
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
デ
ッ
キ
」
な
ど
4
製

品
を
、
日
月

m日
に
幕
張
メ
ッ

セ
(
千
葉
市
美
浜
区
)
で
開
幕

し
た
「
鉄
道
技
術
展
・
橋
梁
ト

ン
ネ
ル
技
術
展
」
に
出
展
し
て

い
る
。
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
専

用
工
具
を
使
わ
ず
迅
速
か
っ
容

易
に
組
み
上
げ
ら
れ
る
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
駅
の
ホ
l
ム
改

良
工
事
を
中
心
に
全
国
約
2
5

0
現
場
へ
の
導
入
実
績
が
あ

る
。
展
示
は
1
日
ま
で
。

同
社
は
今
回
、
ク
イ
ッ
ク
デ

ッ
キ
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ
キ
一

の
ほ
か
、
の
り
面
作
業
構
台
一

「
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
」
、

十

ジ
ョ
イ
ン
ト
足
場
「
卜
ピ
ノ
ス
」

一

を
出
展
し
た
。

一

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
実
演
で

一

は
、
職
人
ら
が
実
際
に
製
品
を
一

組
み
上
げ
る
様
子
を
ラ
イ
ブ
カ
一

メ
ラ
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
一

し
、
省
人
化
や
工
期
短
縮
に
大
一

き
く
寄
与
す
る
自
社
製
品
の
長
一

所
を
来
場
者
に
印
象
付
け
た
。
一

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ
キ
は
、
一

木
と
ゴ
ム
マ
ッ
ト
の
従
来
工
法
一

に
比
べ
、
安
全
性
と
耐
久
性
、
一

施
工
性
を
高
め
た
製
品
。
表
面
一

に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
混
ぜ
た
粉
体

樹
脂
塗
装
を
施
し
て
あ
り
、
長

期
に
わ
た
り
滑
り
止
め
効
果
が

持
続
す
る
。

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
設
置
の

実
演
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一で
き
る
。

一

従
来
の
木
製
板
と
ゴ
ム
マ
ッ
ト

一に
よ
る
工
法
と
比
べ
、
銅
製
の
た

一め
支
持
点
の
ス
パ
ン
を
飛
ば
す
こ

一と
で
、
仮
設
材
の
物
量
を
減
ら
せ

一る
と
と
も
に
人
力
で
設
置
で
き

一る。
一

す
べ
り
防
止
対
策
と
し
て
こ
れ

一ま
で
は
珪
砂
を
接
着
剤
で
付
け
て

一い
た
が
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ
キ

一は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
混
合
の
粉
体
樹
脂

一塗
装
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
お

一り
、
滑
り
止
め
効
果
が
持
続
す
る
。

一ま
た
、
高
さ
調
整
は
マ
イ
ナ
ス
ド

τフ
イ
パ
l
の
み
で
床
面
か
ら
で
き

一る。
一

泊
日
か
ら
ロ
月
1
日
ま
で
千
葉

コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

デ

ッ

キ

一市
の
幕
張
メ
ッ
セ
高
か
れ
て
い

pe『
l
r
z主
t
-
f晶
h

h

h

F

一る
「
第
2
回
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
技

担
割

M
H月
4
3
F
創
輸
相
吉
笠
み
恥
ヲ
屯

一術
展
」
の
同
社
ブ
ー
ス
で
展
示
し

d

H

・

4
J

J

--

-
1
1

一て
い
る
U
写
真
。
旭
コ
l
ポ
レ
l

日
綜
産
業
は
、
多
機
能
連
結
式

-l
ム
改
良
工
事
な
ど
の
仮
覆
工
で
一シ
ョ
ン
(
群
馬
県
高
崎
市
)
に
よ

ぷ
一
覆
工
板
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
デ
ッ
キ
」
一首
都
圏
を
中
心
に
全
国
約
2
0
0
一る
先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス

の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
ホ
一現
場
で
採
用
さ
れ
、
現
在
で
は
J
一テ
ム
吊
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

R
京
浜
東
北
線
の
ホ
l
ム
ド
ア
工

一キ
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

事
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
一の
ほ
か
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
足
場
「
ト

ま
で
の
工
法
よ
り
作
業
量
の
削
減
一ビ
ノ
ス
」
、
法
面
隼
蕎
台
「
マ

に
つ
な
が
り
、
レ
ン
タ
ル
品
の
た
一ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
」
な
ど
を
展

め
廃
材
も
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
一示
し
て
い
る
。

日干IJ

発行所日干畷蹴面観樹土
干101・0064
選京都T代田区神田錦町ト1日
鱈 03)3259-8711
FAX(03)3259-8730 

@日刊建設通信新聞社 2017

(木曜日)1 1月30日

日綜産業

2017年 (平成29年)


